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邊　
　
　

健

 

（
米
子
工
業
高
等
専
門
学
校
）

摘　
　

要

米
子
市
立
山
陰
歴
史
館
が
所
蔵
す
る
鹿
島
恒
勇
家
旧
蔵
の
和
歌
資
料
の
中
か
ら
、『
採
風
集
二
編
料
』
と
『
甲
寅
夏　

採
風
集
二
篇
料　

詠
草
』
の
二
つ

を
翻
刻
、
紹
介
す
る）

1
（

。
こ
れ
ら
は
、
近
世
後
期
に
米
子
の
豪
商
と
し
て
栄
え
た
鹿
島
家
（
鹿
島
本
家
）
の
九
代
・
鹿
島
長
行
が
安
政
四
年
（
一
八
五
七
）
刊
『
類

題
採
風
集
』
二
編
に
投
稿
し
た
際
の
詠
草
で
あ
り
、
全
国
的
な
類
題
和
歌
集
と
地
方
歌
壇
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
鹿
島
家　

鹿
島
長
行　

米
子
歌
壇　

類
題
和
歌
集

解
題

●

『
採
風
集
二
編
料
』

　

本
書
は
、
米
子
市
立
町
の
鹿
島
恒
勇
家
（
鹿
島
本
家
）
旧
蔵
本
で
、
現
在
は
米

子
市
立
山
陰
歴
史
館
の
所
蔵
で
あ
る
。（
米
子
市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
1

Ｍ
Ｇ　

〇
二
三
一
」）

　

本
書
は
袋
綴
一
冊
の
写
本
で
、
縦
二
八
・
二
糎
×
横
二
〇
・
四
糎
、
大
本
よ
り
や

や
大
き
な
書
型
で
あ
る
。
表
紙
は
本
文
と
同
じ
楮
紙
で
、
外
題
は
中
央
に
直
接

「
採
風
集
二
編
料
」
と
書
か
れ
て
い
る
。（
写
真
1
）
現
在
は
整
理
者
に
よ
り
、
表

紙
右
側
中
央
で
紙
製
の
つ
づ
り
紐
で
綴
じ
ら
れ
て
い
る
が
、
本
来
は
仮
綴
で
重
ね

た
料
紙
の
右
側
（
右
上
二
カ
所
、
右
下
二
カ
所
）
に
穴
を
開
け
、
紙
縒
で
綴
じ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
る
。（
写
真
2
で
は
わ
か
り
づ
ら
い
が
、
裏
表
紙
側
の
穴
に
一

カ
所
、
紙
縒
片
が
残
っ
て
い
る
。）

　

表
紙
に
は
、「
黒
澤
翁
満
大
人
撰　

採
風
集
二
編
料　

は
ゝ
き
の
国
米
子　

鹿

嶋
治
郎
右
衛
門　

長
行
上
」
と
あ
り
、
幕
末
の
米
子
の
豪
商
・
鹿
島
長
行
が
安
政

四
年
（
一
八
五
七
）
刊
の
黒
澤
翁
満
撰
『
類
題
採
風
集
』
二
編
に
投
稿
す
る
和
歌

を
ま
と
め
た
資
料
で
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
表
紙
見
返
し
に
は
、「
古
樹
下
見

○白
印
廿
八
首
ヤ
リ
タ
リ　

十
月
頃
ニ
ハ
出
来
ニ
候
」
と
あ
り
（
写
真
3
）、
米
子

の
歌
人
で
『
類
題
採
風
集
』
二
編
の
序
文
を
書
い
た
中
林
古
樹
が
、
長
行
の
投
稿

前
に
本
書
の
下
見
を
行
い
、
○白
印
も
付
し
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

本
文
は
二
二
丁
で
遊
紙
は
な
く
、
一
面
八
行
書
き
、
和
歌
は
一
首
一
行
で
書

七
九

山
陰
研
究
（
第
十
三
号
）
二
〇
二
〇
年
十
二
月
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か
れ
て
い
る
。
第
一
丁
目
表
か
ら
二
二
丁
目
裏
ま
で
に
四
季
、
雑
・
恋
の
歌
が

収
め
ら
れ
る
。
末
尾
に
は
、「
右
弐
百
二
十
首
」
と
あ
る
が
、
実
際
の
総
歌
数
は

二
一
七
首
で
あ
る
。
成
立
時
期
は
、
先
述
し
た
表
紙
見
返
し
の
中
林
古
樹
に
よ

る
書
き
付
け
に
「
十
月
頃
ニ
ハ
出
来
ニ
候
」
と
あ
り
、『
類
題
採
風
集
』
二
編
の

刊
記
に
安
政
四
年
十
一
月
と
あ
る
こ
と
と
の
対
応
を
考
え
る
と
、
同
年
（
安
政
四

年
・
一
八
五
七
）
の
こ
と
を
言
っ
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
本
書
の
保
存

状
態
は
決
し
て
良
く
は
な
く
、
経
年
に
よ
る
汚
れ
や
本
の
傷
み
、
虫
損
が
あ
り
、

本
文
と
虫
損
が
重
な
っ
て
解
読
の
困
難
な
箇
所
も
あ
る
。

　

本
書
の
書
写
者
は
、
表
紙
に
あ
る
よ
う
に
鹿
島
長
行
（
天
保
五
年
（
一
八
三
四
）

〜
明
治
二
八
年
（
一
八
九
五
）、
六
十
二
歳
）
で
、
所
収
歌
の
作
者
も
長
行
で
あ
る
。

稿
者
が
近
時
、
翻
刻
・
紹
介
し
た
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』
は
、
長
行
が

嘉
永
六
年
（
一
八
五
三
）
〜
安
政
二
年
（
一
八
五
五
）
に
か
け
て
鹿
島
家
で
行
わ
れ

た
歌
会
・
歌
合
を
集
成
し
た
書
物
で
あ
る
が
、
同
書
に
「
長
行
」
作
と
し
て
収
め

ら
れ
た
歌
と
、
本
書
の
歌
と
の
間
に
共
通
歌
が
か
な
り
認
め
ら
れ
る）

2
（

。
長
行
は
近

世
後
期
、
米
子
で
豪
商
と
し
て
栄
え
た
鹿
島
家
（
鹿
島
本
家
）
の
九
代
目
で
、
幕

末
〜
明
治
初
期
の
米
子
の
町
政
に
重
要
な
役
割
を
果
た
す
と
共
に
、
米
子
の
文
化

の
庇
護
者
と
な
り
、
自
ら
も
歌
道
に
熱
心
で
あ
っ
た）

3
（

。

　

本
書
に
は
、
し
ば
し
ば
本
文
と
は
別
筆
で
、
和
歌
に
合
点
や
種
々
の
符

号
、
抹
消
線
や
語
句
の
修
正
等
が
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
長
行
が
『
類
題
採

風
集
』
二
編
へ
の
投
稿
に
当
た
っ
て
、
複
数
の
者
か
ら
下
見
や
添
削
を
受
け

て
い
る
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
同
集
に
実
際
に
採
ら
れ
た
歌
は
、
歌
番
号

一
一
・
九
〇
・
一
一
二
・
一
二
一
・
一
六
〇
の
わ
ず
か
五
首
で
あ
る
が
、
地
方
の

無
名
歌
人
へ
の
評
価
と
し
て
は
、
こ
の
あ
た
り
が
上
限
だ
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
近
世
後
期
に
陸
続
と
し
て
編
ま
れ
、
全
国
的
に
流
行

し
た
類
題
和
歌
集
へ
の
地
方
歌
人
の
投
稿
の
実
態
を
考
え
る
上
で
重
要
な
資
料
と

い
う
こ
と
が
で
き
る
。

●

『
甲
寅
夏　

採
風
集
二
篇
料　

詠
草
』

　

本
書
も
、
鹿
島
恒
勇
家
旧
蔵
・
現
山
陰
歴
史
館
所
蔵
の
資
料
で
あ
る
。（
米
子

市
教
育
委
員
会
整
理
番
号
「
Ｃ
1
Ｍ
Ｇ　

〇
二
四
〇
」）
本
書
は
縦
一
三
・
三
糎
×

横
一
八
・
〇
糎
の
写
本
一
冊
で
、
横
中
本
ほ
ど
の
大
き
さ
で
あ
る
。
美
濃
判
よ
り

や
や
小
さ
め
の
楮
紙
の
料
紙
を
ま
ず
縦
中
央
で
、
次
に
横
中
央
で
二
つ
折
り
に
し

た
も
の
を
十
枚
分
重
ね
、
右
側
中
程
に
二
箇
所
穴
を
開
け
て
紙
縒
で
結
ん
で
綴
じ

て
い
る
。
十
枚
目
の
紙
は
破
損
し
て
お
り
、
途
中
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
よ
う
に
も

見
え
る
が
、
長
行
の
所
為
か
伝
存
過
程
で
の
破
損
な
の
か
は
わ
か
ら
な
い
。
そ
の

他
は
本
書
の
保
存
状
態
は
並
で
、
経
年
に
よ
る
汚
れ
や
劣
化
は
感
じ
る
も
の
の
、

本
文
の
読
解
に
支
障
を
生
じ
る
箇
所
は
な
か
っ
た
。

　

表
紙
に
は
鹿
島
長
行
の
筆
跡
で
中
央
上
に
「
詠
草
」
と
書
か
れ
、
右
上
に

「
甲
寅
夏
」、
左
下
に
「
長
行
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。（
写
真
4
）
そ
し
て
、
朱

筆
で
「
詠
草
」
の
字
の
右
に
「
採
風
集
二
篇
料
」
と
書
か
れ
、
作
者
の
所
に
も

朱
筆
で
「〈
国
所
〉〈
鹿
嶋
〉
長
行
〈
上
〉〈
御
印
可
下
候
〉」
と
書
き
加
え
ら
れ

て
い
る
（〈　
〉
内
が
朱
筆
）。
本
書
は
そ
の
体
裁
か
ら
い
っ
て
も
、
嘉
永
七
年

（
一
八
五
四
・
甲
寅
）
夏
と
い
う
時
期
か
ら
い
っ
て
も
、
元
々
は
簡
易
な
和
歌
草

稿
で
、
長
行
が
し
か
る
べ
き
相
手
に
添
削
を
請
う
た
め
に
作
成
し
た
も
の
だ
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
そ
の
後
い
ず
れ
か
の
時
点
で
、
長
行
が
安
政
四
年

（
一
八
五
七
）
刊
の
『
類
題
採
風
集
』
二
編
に
和
歌
を
投
稿
す
る
際
の
元
資
料
と

し
て
利
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
る
。
本
書
の
表
紙
見

返
し
に
、
何
の
目
的
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
家
の
間
取
り
図
が
書
か
れ
て
い
る
よ

う
な
と
こ
ろ
か
ら
も
（
写
真
5
）、
初
め
か
ら
全
国
的
な
類
題
和
歌
集
へ
の
投
稿

を
期
し
て
作
成
し
た
資
料
で
あ
る
と
は
思
わ
れ
な
い
。

八
〇

【
翻
刻
・
解
題
】　

山
陰
歴
史
館
蔵
『
採
風
集
二
編
料
』（
渡
邊　

健
）
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本
書
は
全
一
八
丁
で
、
そ
の
内
墨
付
本
文
は
初
め
の
一
三
丁
、
残
り
五
丁
は
白

紙
で
あ
る
。
本
文
は
一
面
六
行
〜
一
二
行
書
き
で
、
和
歌
は
一
首
を
上
句
・
下
句

に
分
け
て
二
行
書
き
に
し
て
い
る
。
一
丁
表
〜
六
丁
表
ま
で
は
一
丁
に
和
歌
が
四

首
ず
つ
書
か
れ
て
い
る
が
、
六
丁
裏
か
ら
は
三
首
ず
つ
と
な
り
、
総
歌
数
八
四
首

が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
歌
の
配
列
に
規
則
性
は
な
く
、
四
季
・
恋
・
雑
の
歌
が
混

在
し
た
だ
雑
然
と
並
べ
ら
れ
て
い
る
印
象
を
受
け
る
。
長
行
が
安
政
四
年
に
作
成

し
た
と
見
ら
れ
る
『
採
風
集
二
編
料
』
と
の
間
に
は
多
く
の
共
通
歌
が
あ
り
、
お

そ
ら
く
本
書
を
母
体
と
し
て
和
歌
を
増
補
・
整
理
し
て
成
っ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

　

本
書
に
は
朱
筆
に
よ
る
合
点
や
丸
印
、
歌
題
や
和
歌
の
語
句
の
訂
正
・
補
入
の

指
示
等
が
本
文
と
は
別
筆
で
多
く
書
き
込
ま
れ
て
お
り
、
先
述
し
た
よ
う
に
本
来

は
し
か
る
べ
き
歌
人
に
添
削
を
請
う
た
め
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
歌
の
下
部
に
丸
印
が
黒
字
で
付
さ
れ
て
い
た
り
、
歌
に
大
き
く
横
線
や
斜

線
を
引
い
て
い
る
箇
所
が
多
く
あ
る
（
当
該
歌
の
除
棄
を
示
す
と
見
ら
れ
る
。
写

真
6
）
の
は
、
長
行
本
人
に
よ
る
所
為
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
ら
が
『
採
風
集
二
編

料
』
と
ど
う
関
わ
っ
て
い
る
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
の
検
討
に
俟
ち
た
い
。

注（
1
） 『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

採
風
集
二
篇
料　

詠
草
』
に
つ
い
て
は
、
原
豊
二
氏

が
「
幕
末
の
米
子
歌
人
―
新
出
鹿
島
本
家
和
歌
資
料
の
探
求
の
た
め
に
―
」（『
山
陰

研
究
』
第
三
号
、
平
成
二
二
年
一
二
月
）
の
中
で
書
誌
を
紹
介
さ
れ
て
お
り
、
今
回

参
考
に
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

（
2
） 『
無
題
歌
合
集
』
の
本
文
に
つ
い
て
は
、
渡
邊
健
・
米
子
高
専
古
文
書
の
会
「【
翻

刻
・
解
題
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』（
一
）
〜
（
三
）」（『
米
子
工
業
高
等

専
門
学
校
研
究
報
告
』
第
五
五
号
、
令
和
二
年
三
月
）
を
参
照
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

（
3
） 

鹿
島
長
行
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「【
研
究
ノ
ー
ト
】
山
陰
歴
史
館
蔵
『
無
題
歌
合
集
』

に
つ
い
て
」（『
山
陰
研
究
』
第
一
二
号
、
令
和
元
年
一
二
月
）
に
詳
述
し
た
の
で
、

説
明
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
。

　
【
翻
刻　
『
採
風
集
二
編
料
』『
甲
寅
夏　

採
風
集
二
篇
料　

詠
草
』】

凡
例

一　

底
本
に
は
、
い
ず
れ
も
山
陰
歴
史
館
蔵
本
（
鹿
島
本
家
旧
蔵
）
を
用
い
た
。

二　

翻
刻
に
当
た
っ
て
は
、
原
文
の
表
記
を
尊
重
し
た
が
、
最
小
限
次
の
よ
う
な

処
置
を
行
っ
た
。

　

1　

和
歌
は
す
べ
て
一
行
書
き
と
し
、
歌
頭
に
算
用
数
字
で
通
し
番
号
を
付
し

た
。

　

2　

読
解
の
便
宜
を
考
慮
し
て
語
の
清
濁
や
漢
字
の
送
り
仮
名
を
改
め
た
。
送

り
仮
名
を
補
っ
た
場
合
は
、
そ
の
仮
名
に
傍
点
を
付
し
た
。

　

3　

仮
名
の
表
記
は
現
行
の
字
体
に
よ
り
、「
ハ
・
ニ
・
ミ
・
ノ
」
等
の
片
仮

名
表
記
も
平
仮
名
に
改
め
た
。
ま
た
、
歴
史
的
仮
名
遣
い
と
違
う
と
こ
ろ
は

原
文
の
ま
ま
と
し
、「
マ
マ
」
と
傍
記
し
た
。

　

4　

漢
字
の
表
現
は
、
原
則
と
し
て
通
行
の
字
体
に
よ
っ
た
（
俗
字
や
略
字
は

原
則
と
し
て
用
い
な
い
）。
た
だ
し
、
旧
字
・
異
体
字
な
ど
を
部
分
的
に
残

す
（「
嶋
・
浪
・
湊
」
な
ど
は
そ
の
ま
ま
と
す
る
）。
指
示
語
や
助
詞
・
助
動

詞
な
ど
の
漢
字
も
そ
の
ま
ま
残
し
た
（「
此
」「
哉
」「
也
」
な
ど
）。

　

5　

読
み
が
難
し
い
も
の
に
限
っ
て
、
最
小
限
、
漢
字
ま
た
は
漢
語
句
の
右
傍

に
（　

）
を
付
し
、
平
仮
名
で
読
み
を
施
し
た
。

　

6　

繰
り
返
し
記
号
「
ゝ
」「
〳
〵
」
は
原
文
の
ま
ま
と
し
た
が
、
濁
音
は
そ
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れ
ぞ
れ
「
ゞ
」「
〴
〵
」
で
表
記
し
た
。

　

7　

底
本
に
は
多
く
の
書
き
入
れ
や
訂
正
が
あ
り
、
歌
の
評
価
を
示
す
と
見
ら

れ
る
合
点
（「
〽
」
で
統
一
し
て
表
示
）
や
「
○
」「
△
」「
○白
」
等
の
記
号
、

見
せ
消
ち
・
挿
入
等
に
よ
る
語
句
訂
正
の
状
況
は
な
る
べ
く
翻
刻
に
反
映
さ

せ
る
よ
う
に
し
た
。
書
き
入
れ
に
は
朱
筆
の
も
の
も
多
い
が
、
表
示
が
煩
雑

に
な
る
こ
と
を
恐
れ
て
、
こ
こ
で
は
黒
・
朱
の
区
別
を
し
て
い
な
い
。
た
だ

し
、『
甲
寅
夏　

採
風
集
篇
料
二　

詠
草
』
に
お
い
て
、
歌
頭
に
付
さ
れ
た

朱
筆
の
丸
印
は
「
●
」
と
し
、
歌
の
下
部
に
あ
る
黒
で
書
か
れ
た
丸
印
は

「
○
」
と
し
て
区
別
し
て
示
し
た
。
ま
た
同
書
で
は
和
歌
の
除
棄
を
、
歌
に

大
き
く
横
線
や
斜
線
を
引
い
て
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
両
者
に
差
異

が
あ
る
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
翻
刻
で
は
横
線
だ
け
の
場
合
は
「
／
」、
横

線
と
斜
線
で
消
し
て
い
る
場
合
は
「
×
」
と
し
て
歌
の
後
に
示
し
た
。

　

8　

見
せ
消
ち
は
底
本
で
は
訂
正
す
る
語
句
に
抹
消
線
を
施
す
か
、
あ
る
い
は

そ
の
左
側
に
抹
消
記
号
「
〻
」
を
付
し
、
右
側
に
訂
正
後
の
文
字
を
本
文
よ

り
や
や
小
さ
く
示
し
て
い
る
が
、
本
稿
で
は
見
せ
消
ち
部
分
は
す
べ
て
二
重

抹
消
線
で
示
し
た
。
ま
た
、
語
句
の
挿
入
の
指
示
は
〔　

〕
を
付
け
て
示
し

た
。

9　

翻
刻
の
都
合
上
、
題
・
詞
書
は
底
本
の
記
載
形
式
に
関
わ
ら
ず
、
和
歌
よ
り

二
字
下
げ
と
し
た
。

　

10　

不
審
な
箇
所
に
は
「
マ
マ
」
と
傍
記
し
、
読
解
困
難
な
箇
所
は
「
■
」
で

表
記
し
た
。

　

11　

丁
付
は
、
各
丁
の
終
わ
り
に　

」
を
付
し
、
そ
の
下
の
括
弧
内
に
丁
数
と

表
裏
（
オ
・
ウ
）
を
記
し
た
。

〔
採
風
集
二
編
料　

翻
刻
〕

黒
澤
翁
満
大
人
撰

　

採
風
集
二
編
料

　
　
　
　

は
ゝ
き
の
国
米
子

　
　
　
　
　
　

鹿
嶋
治
郎
右
衛
門

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
行
上

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
表
紙
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

古
樹
下
見
○白
印
廿
八
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ヤ
リ
タ
リ
十
月
頃
ニ
ハ
出
来

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ニ
候

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
表
紙
見
返
し
）

　
　
　
　
　

立
春

1　

○
曙
の
雲
ゐ
を
か
け
る
田
づ
が
音
に
千
と
せ
の
春
も
ひ
ゞ
き
そ
め
つ
ゝ

2　

○
春
き
ぬ
と
に
ほ
ふ
霞
の
山
眉
に
朝
け
の
け
ぶ
り
立
ち4

そ
め
に
け
り

3　

○
吹
き4

な
び
く
雲
の
袖
よ
り
明
け4

そ
め
て
四
方
の
山
な
み
春
や
立
つ4

ら
ん

　
　
　
　
　

春
明
け4

ぼ
の

4　

○
雲
影
の
花
か
と
見
え
し
山
の
は
の
霞
も
に
ほ
ふ
春
の
曙

　
　
　
　
　

雪
中
若
菜

5　

○
こ
ゝ
ろ
あ
て
に
け
ふ
は
尋
ね4

て
雪
な
が
ら
野
ゝ
辺
の
若
菜
誰
か
つ
む
ら
ん

 

」（
1
オ
）

　
　
　
　
　

遠
山
華

6　

○
白
雲
の
外
山
の
桜
咲
き4

ぬ
ら
ん
此
の4

ご
ろ
薫
る
窓
の
明
け4

ぐ
れ

　
　
　
　
　

若
水

7
〽
○
汲
み4

な
れ
し
庭
の
井
筒
も
春
来
ぬ
と
今
朝
若
水
に
あ
ら
た
ま
り
鳧

（
け
り
）
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若
菜

8　

△
山
〳
〵
の
霞
の
衣
春
く
れ
ば
軒
ば
放
れ
て
若
菜
つ
む
也

　
　
　
　
　

山
家
鴬

9　

谷
の
戸
も
春
は
来
に
け
り
梅
が
香
に
初
音
を
こ
ぼ
す
軒
の
鴬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
1
ウ
）

　
　
　
　
　

春
色
浮
水

10　

○
あ
つ
氷
霞
の
ひ
ま
に
と
け
し
よ
り
山
下
水
の
音
け
ぶ
る
な
り

11
〽
○
山
川
に
氷
な
が
る
ゝ
此
の4

頃
の
水
に
も
春
の
色
は
見
へえ

け
り

　
　
　
　
　

野
辺
花

12　

嵐
吹
く4

木
末
は
花
の
色
消
え4

て
つ
ら
〳
〵
か
を
る
旅
の
袖
か
な

　
　
　
　
　

田
家
梅

13　

○
朝
風
に
畑
や
く
烟
結
ぼ
ら
れ
梅
が
香
寒
し
小
山
田
の
里　

○白

14　

○
山
田
守
る4

庵
の
み
ぎ
り
の
真
柴
垣
ほ
に
出
で4

て
匂
ふ
梅
も
有
り4

け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
2
オ
）

　
　
　
　
　

閑
庭
菫

15　

世
に
住
み4

し
春
の
ゆ
か
り
に
我
が4

庭
の
垣
根
の
菫
花
咲
き4

に
け
り　

○白

　
　
　
　
　

鴬

16　

△
長
閑
に
も
垣
根
の
梅
の
か
ほを

り
来
て
風
の
行
く4

へ
に
鴬
の
な
く

　
　
　
　
　

川
辺
柳

17　

○
山
川
の
氷
な
が
れ
て
朧
夜
の
月
に
け
ぶ
れ
る
青
柳
の
い
と

　
　
　
　
　

帰
雁

18　

久
か
た
の
雲
井
に
み
て
る
浪
の
上
に
名
残
も
霞
む
雁
の
声
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
2
ウ
）

　
　
　
　
　

残
雪

19　

花
咲
け4

る
草
の
庵
は
の
ど
け
き
に
い
ま
も
残
れ
る
跡
の
白
雪

20　

△
松
の
戸
も
此
の4

ご
ろ
匂
ふ
花
の
香
に
け
た
れ
て
残
る
峰
の
白
雪

　
　
　
　
　

海
上
霞

21　

○
わ
た
つ
み
の
沖
吹
く4

風
も

見
え
て
霞
に
し
づ
む
浪
の
色
哉

22　

△
海
士
舟
の
行
く4

へ
を
し
た
ふ
風
見
え
て
沖
の
霞
も
打
ち4

な
び
き
つ

　ゝ

○白

　
　
　
　
　

花

23　

打
ち4

わ
た
す
峯
の
横
雲
い
つ
し
か
と
別
る
ゝ
見
れ
ば
花
咲
き4

に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
3
オ
）

　
　
　
　
　

待
花

24　

足
引
の
山
桜
戸
の
朝
な
〳
〵
花
咲
か
む
日
を
待
つ4

ぞ
楽
し
き

　
　
　
　
　

隣
家
花

25　

○
糸
桜
な
び
く
隣
の
垣
内
よ
り
風
に
ま
か
す
る
花
の
色
か
な

　
　
　
　
　

蛙

26　

○
春
雨
に
み
ど
り
深
む
る
沢
の
辺
の
若
草
隠
れ
蛙
な
く
也

　
　
　
　
　

瀧
辺
花

27　

○
水
上
は
雲
に
埋
め
る
し
ら
瀧
の
い
と
も
て
結
ぶ
山
桜
か
な

　
　
　
　
　

夜
春
雨

28　

△
庭
の
面
の
月
は
朧
に
照
り4

な
が
ら
濡
る

マゝ

マみ
れ
ば
春
雨
ぞ
降
る4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
3
ウ
）

　
　
　
　
　

惜
春

29　

立
ち4

並
ぶ
杉
の
み
山
の
夕
日
影
き
え
ゆ
く
春
の
暮
れ4

を
し
む
也

　
　
　
　
　

三
月
尽

30　

○
山
ぶ
き
の
や
つ
れ
が
ち
な
る
我
が4

庵
は
春
も
小
蝶
の
夢
と
暮
れ4

に
き

　
　
　
　
　

開
夏

31　

△
ぬ
ぎ
か
へ
る
花
の
衣
の
名
残
ま
で
残
る
ば
か
り
に
夏
は
来
に
け
り

32　

○
明
け4

渡
す
磯
山
松
に
散
る4

浪
の
薄
雲
か
ゝ
る
夏
は
き
に
け
り
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」（
4
オ
）

　
　
　
　
　

水
鶏

　
　
　
　

 
〔
夏
月
〕

33
〽
○
窓
遠
く
水
鶏
啼
く4

夜
の
月
影
に
わ
が
隠
れ
家
も
戸
ざ
し
か
ね
つ

　ゝ

○白

34　

△
小
雨
降
る4

野
河
の
岸
の
夕
ま
ぐ
れ
水
草
隠
れ
に
水
鶏
啼
く4

也

35　

雨
さ
そ
ふ
軒
の
松
風
た
ゆ
む
ま
も
水
鶏
鳴
く4

夜
は
ゑマ

マ

こ
そ
ね
ら
れ
ね

　
　
　
　
　

月
前
納
涼

36　

△
夕
闇
は
風
に
う
す
れ
し
山
の
は
に
ほ
の
め
く
月
の
影
ぞ
涼
し
き

　
　
　
　
　

燕
子
花

37　

か
き
つ
ば
た
木
隠
れ
茂
き
一
本
に
ゆ
か
り
の
色
の
花
は
咲
き4

け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
4
ウ
）

　
　
　
　
　

稲
妻

38　

稲
妻
の
あ
た
り
や
い
づ
こ
む
ぐ
ら
ふ
の
葉
末
の
露
の
光
を
ぞ
み
る

39　

か
の
見
ゆ
る
は
山
が
末
は
暮
れ4

初
め4

て
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
し
き
稲
妻
の
影

40　

○
我
が4

門
の
浅
茅
が
露
の
た
ま
〳
〵
に
宿
る
も
は
か
な
稲
妻
の
か
げ　

○白

　
　
　
　
　

夏
月

41　

薄
衣
涼
し
き
月
の
影
さ
し
て
し
ば
し
戸
ざ
ゝ
ぬ
夏
の
夜
は
哉

　
　
　
　
　

五
月
雨

42　

雲
か
ゝ
る
岡
の
松
原
風
絶
え4

て
日
か
げ
も
ゆ
ら
ぐ
五
月
雨
ぞ
降
る4

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
5
オ
）

　
　
　
　
　

卯
花

43　

△
朝
ぼ
ら
け
一
む
ら
白
き
道
と
へ
ば
賤
が
垣
根
の
う
つ
ぎ
也
け
り

44　

夕
ま
ぐ
れ
若
葉
の
奥
に
一
む
ら
の
雪
か
と
見
え
て
う
つ
ぎ
咲
き4

け
り

　
　
　
　
　

五
月
雨
晴

45　

う
き
雲
は
や
ゝ
う
す
ら
ぎ
て
山
の
は
の
嵐
に
は
る
ゝ
五
月
雨
の
空

46　

う
き
雲
の
絶
え4

間
も
見
え
て
五
月
雨
の
晴
れ4

行
く4

か
た
に
烟
り
立
つ4

な
り

　
　
　
　
　

田
上
夏
月

47　

△
山
松
の
す
け
き
を
も
る
ゝ
月
影
に
早
田
の
水
も
秋
の
色
せ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
5
ウ
）

　
　
　
　
　

月
前
時
鳥

48　

月
い
づ
る
山
松
影
は
雲
も
な
く
し
の
び
音
高
き
ほ
と
ゝ
ぎ
す
哉

　
　
　
　
　

蛍

49　

○
吹
き4

は
ら
ふ
小
ざ
ゝ
が
風
に
露
更
け4

て
月
の
行
く4

へ
に
飛
ぶ4

ほ
た
る
か
な

　
　
　
　
　

早
苗
露

50　

△
植
ゑ4

は
て
し
小
田
の
早
苗
を
見
る
が
内
に
み
ど
り
の
露
ぞ
吹
き4

渡
し
け
り

　
　
　
　
　

田
家
夏

51　

△
夕
立
の
過
ぎ4

行
く4

小
田
の
あ
し
垣
に
た
ゞ
よ
ふ
風
も
涼
し
か
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
6
オ
）

　
　
　
　
　

初
秋
月

52　

西
空
に
ほ
の
め
き
渡
る
三
日
月
の
あ
ら
わマ

マ

れ
そ
め
て
秋
や
立
つ4

ら
ん

53　

△
山
の
辺
の
松
の
葉
越
し
の
薄
霧
に
秋
め
き
渡
る
三
日
月
の
影

　
　
　
　
　

野
秋
風

54　

朝
ぼ
ら
け
遠
の
は
り
原
露
落
ち4

て
野
づ
ら
に
し
る
き
秋
風
ぞ
ふ
く

55　

見
わ
た
せ
ば
ち
草
小
薄
露
ち
り
て
鴫
な
く
野
づ
ら
秋
風
ぞ
ふ
く

　
　
　
　
　

川
上
霧

56　

○
吉
野
川
流
る
ゝ
水
の
音
す
也
ふ
ち
せ
も
わ
か
ぬ
瀬
ゝ
の
う
き
霧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
6
ウ
）

　
　
　
　
　

山
家
砧

57　

常
盤
木
の
梢
の
月
の
影
ふ
け
て
山
窓
く
ら
く
衣
う
つ
也　

○白
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月

58　

△
秋
の
夜
の
入
江
に
更
け4

て
哀
れ4

也
月
の
水
草
も
な
び
き
の
み
し
て

59　

う
き
雲
は
松
の
梢
に
晴
れ4

に
け
り
の
ど
か
に
月
の
入
る4

か
た
や
見
ん

　
　
　
　
　

待
月

60　

鳴
つマ

マ
る
ゝ
雲
井
の
雁
の
声
に
の
み
高
根
の
月
の
ま
た
れ
ぬ
る
哉

61　

△
月
を
待
つ4

峯
の
松
原
霧
こ
め
て
空
だ
の
め
な
る（

そ
ら
）

霄
に
も
有
る4

哉　

○白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
7
オ
）

　
　
　
　
　

虫

62　

○
霧
深
き
を
か
ご
へえ

道
の
浅す

ゝ
きぢ

原
袖
に
こ
ぼ
る
ゝ
松
む
し
の
声
〔
か
な
〕

63　

△
月
く
ら
き
片
山
里
の
雨
雲
に
ふ
り
出
で4

て
な
く
鈴
む
し
の
こ
ゑ

64　

夕
さ
れ
ば
小
笹
が
上
を
吹
く4

風
の
絶
え4

ま
も
と
む
る
松
虫
の
声

　
　
　
　
　

関
路
月

65　

△
雲
は
ら
ふ
嵐
も
絶
え4

て
見
る
が
内
に
不
破
の
関
路
は
月
ぞ
越
え4

行
く4

　
　
　
　
　

月
前
管
絃

66　

△
さ
や
か
な
る
笛
の
し
ら
べ
に
中
空
の
月
も
声
あ
る
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
7
ウ
）

67　

○
糸
竹
の
声
の
ひ
ゞ
き
に
雲
は
れ
て
影
お
も
し
ろ
き
秋
の
夜
の
月

68　

す
な
ほ
な
る
神
世
の
事
も
笛
竹
の
音
に
あ
ら
は
れ
て
月
も
澄
み4

け
り

　
　
　
　
　

鹿
声
何
方

69　

△
有
明
の
つ
れ
な
き
影
に
い
づ
こ
よ
り
あ
ら
し
の
お
く
る
小
男
鹿
の
声

70　

○
山
深
み
霧
立
つ4

奥
の
夕
暮
に
立
ち4

ど
定
め4

ぬ
小
男
鹿
の
こ
ゑ

　
　
　
　
　

月
前
擣
衣

71　

○
山
の
は
に
ほ
の
め
く
月
の
影
め
で
ゝ
夜
ご
ろ
打
ち4

そ
ふ
賤
が
さ
衣

72　

△
か
の
見
ゆ
る
磯
山
嵐
音
更
け4

て
か
た
ぶ
く
月
に
衣
う
つ
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
8
オ
）

　
　
　
　
　

山
家
紅
葉

73　

○
山
姫
の
織
る4

か
山
路
の
紅
葉
ゝ
は
露
を
そ
め
木
の
錦
也
け
り

74　

○
朝
霧
の
八
重
立
つ4

山
の
紅
葉
ゝ
は
人
し
ら
ぬ
ま
に
散
り4

や
は
て
な
ん

75　

村
時
雨
晴
れ4

行
く4

見
れ
ば
山
の
は
も
軒
ば
も
お
な
じ
紅
葉
也
け
り

76　

○
分
け4

ま
よ
ふ
山
ふ
と
こ
ろ
の
紅
葉
が
り
鹿
の
ふ
し
ど
に
宿
や
も
と
め
ん

　
　
　
　
　

擣
衣

77　

△
紅
葉
ち
る
片
山
影
は
霧
こ
め
て
誰
が
里
な
れ
や
衣
う
つ
声　

○白

78　

小
夜
更
け4

て
袖
し
ぼ
れ
と
や
閨
寒
き
枕
の
山
に
衣
う
つ
ら
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
8
ウ
）

　
　
　
　
　

萩

79　

月
更
く4

る
片
山
影
は
露
ち
り
て
き
し
の
萩
原
風
そ
よ
ぐ
也

80
〽
○
秋
萩
の
花
の
中
道
分
け4

入
れ
ば
袂
に
に
ほ
ふ
露
の
色
か
な

81　

△
小
山
田
の
き
し
の
萩
原
風
過
ぎ4

て
月
影
な
が
ら
露
ぞ
み
だ
る
ゝ

　
　
　
　
　

雨
中
雁

82　

村
雨
を
つ
ば
さ
に
か
け
て
雁
が
ね
の
声
も
は
る
け
き
朝
ぼ
ら
け
哉

83　

○
う
き
雲
を
分
け4

行
く4

雁
の
翅
よ
り
折
〳
〵
そ
ゝ
ぐ
雨
の
音
か
な

84　

△
村
雨
の
音
さ
へ
寒
き
明
け4

方
の
雲
間
に
ま
ど
ふ
初
雁
の
こ
ゑ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
9
オ
）

　
　
　
　
　

庭
菊

85　

○
朝
夕
に
露
の
数
さ
へ
千
代
か
け
て
た
え
ず
も
か
を
る
庭
の
白
菊

86　

咲
き
つ
ゞ
く
籬
の
菊
の
ひ
と
色
は
夕
日
の
そ
む
る
に
ほ
ひ
也
け
り　

○白

87　

△
初
霜
は
お
か
ば
お
か
な
ん
庭
の
菊
秋
の
咲
■
は
詠
め4

つ
く
し
ぬ

　
　
　
　
　

暮
秋

88　

△
き
の
ふ
け
ふ
霜
こ
そ
か
ゝ
れ
刈
り4

残
す
稲
葉
く
た
れ
て
秋
や
き
え
行
く4

89　

刈
り4

残
す
小
田
の
お
く
て
に
そ
よ
ぎ
つ
る
風
さ
へ
さ
え
て
秋
ぞ
暮
れ4

ぬ
る八

五

【
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90
〽
○
浅
茅
生
の
露（

ば
か
り
）

斗
な
る
虫
の
音
も
か
れ
〴
〵
に
こ
そ
秋
更
け4

に
け
りれ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
9
ウ
）

　
　
　
　
　

霧
中
鹿
声

91　

○
霧
深
き
山
田
の
ひ
た
の
ひ
た
す
ら
に
哀
れ4

を
こ
め
て
小
鹿
鳴
く4

也

　
　
　
　
　

蔦

92　

△
雨
は
れ
し
軒
ば
の
松
の
音
絶
え4

て
夕
日
に
こ
ぼ
す
蔦
紅
葉
哉

　
　
　
　
　

き
り
〴
〵
す

93　

△
物
お
も
ふ
霜
夜
の
窓
に
月
更
け4

て
身
に
し
む
ば
か
り
啼
く4

き
り
〴
〵
す

94　

△
き
り
〴
〵
す
鳴
く4

音
さ
び
し
き
夕
暮
に
小
野
ゝ
笹
原
小
雨
降
る4

也　

○白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
10
オ
）

　
　
　
　
　

菊
露

95　

き
の
ふ
け
ふ
垣
内
に
咲
け4

る
白
ぎ
く
の
に
ほ
ひ
も
深
き
露
の
色
か
な

96　

○
露
結
ぶ
籬
の
菊
の
花
の
色
を
や
つ
し
も
は
て
ぬ
庭
の
ま
り
垣

　
　
　
　
　

雨
中
聞
擣
衣

97　

△
手
弱
女
が
打
つ4

や
砧
の
音
す
也
雨
の
こ
ゑ
さ
へ
た
え
〴
〵
に
し
て

　
　
　
　
　

田
上
霧

98　

△
か
き
つ
田
の
稲
葉
の
ほ
の
へ
霧
こ
め
て
ゐ
せ
き
の
水
の
音
む
せ
ぶ
也

　
　
　
　
　

橋
上
霜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
10
ウ
）

99　

霜
結
ぶ
丸
木
の
橋
の
哀
れ4

世
を
渡
り
し
人
の
跡
に
見
る
哉

100　

○
ゆ
ふ
月
の
霜
の
上
な
る
雲
影
に
渡
る
も
寒
き
山
川
の
は
し

101　

○
さ
え
増
さ4

る
夜
は
ほ
の
〴
〵
と
明
け4

方
に
霜
置
き4

渡
す
前
の
棚
橋

　
　
　
　
　

雪

102　

△
か
の
岡
の
暮
れ4

行
く4

雲
の
末
晴
れ4

て
雪
に
染
め4

た
る
木
ゝ
の
色
哉

103　

△
吹
き4

は
ら
ふ
風
も
と
絶
え4

て
山
の
は
の
日
影
あ
ら
は
に
つ
も
る
雪
哉

104　

冬
枯
れ4

し
は
や
川
のを

瀬
に
さ
し
下
す
筏
の
上
に
雪
は
降
り4

つ
ゝ

105　

さ
え
渡
る
雲
間
の
月
を
思
ひ
寝
の
枕
に
つ
も
る
夜
半
の
雪
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
11
オ
）

　
　
　
　
　

水
仙
花

106　

△
此
の4

ご
ろ
の
垣
根
は
雪
に
埋
も
れ
て
ひ
と
り
や
つ
れ
ぬ
花
の
色
か
な

107　

我
が4

園
の
竹
の
垣
根
に
置
く4

霜
を
よ
す
が
に
咲
け4

る
花
の
色
か
な

　
　
　
　
　

松
上
霜

108　

△
夜
た
ゞ
吹
く4

嵐
は
絶
え4

て
磯
山
の
松
の
葉
白
く
霜
さ
や
ぐ
也

109　

△
有
明
の
月
の
名
残
を
我
が4

門
の
松
に
み
せ
た
る
霜
の
色
か
な

110　

朝
づ
く
日
ほ
の
め
く
松
の
一
む
ら
に
跡
見
え
そ
め
て
霜
け
ぶ
る
也

　
　
　
　
　

河
氷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
11
ウ
）

111　

△
杣
川
や
氷
の
く
さ
び
う
つ
な
へ
に
瀬
ゝ
こ
す
浪
も
音
よ
はマ

マ

り
つ
ゝ

112
〽
○
冬
さ
れ
ば
水
さ
へ
か
れ
て
谷
川
の
さ
ゞ
れ
の
ひ
ま
もに

う
す
氷
せ
り

113　

山
風
の
さ
そ
ふ
木
の
葉
を
せ
き
と
め
て
氷
に
か
く
る
瀬
ゝ
の
し
が
ら
み

　
　
　
　

暁
千
鳥

114　

△
難
波
が
た
磯
の
芦
原
月
消
え4

て
あ
か
つ
き
や
み
に
千
鳥
鳴
く4

な
り

115　

△
明
石
が
た
暁
く
ら
き
汐
風
に
一
む
ら
か
よ
ふ
磯
ち
ど
り
か
な

116　

磯
山
は
松
か
げ
寒
き
明
け4

が
た
の
嵐
が
末
に
ち
ど
り
啼
く4

也

117　

舟
は
つ
る
か
こ
の
湊
の
暁
に
う
ら
さ
び
し
く
も
啼
く4

千
鳥
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
12
オ
）

　
　
　
　
　

冬
遠
晴

118　

夢
に
だ
に
ま
だ
見
ぬ
不
二
の
雪
の
上
に
閨
も
る
月
は
今
か
照
る4

ら
ん

　
　
　
　
　

冬
田

119　

冬
さ
れ
ば
見
る
め
も
寒
き
小
山
田
の
ひ
つ
ぢ
は
霜
に
結
ぼ
ゝ
れ
つ
ゝ

八
六
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翻
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120　

刈
り4

残
す
山
田
の
稲
葉
風
見
え
て
影
さ
へ
渡
る
冬
の
夜
の
月

　
　
　
　
　

海
上
雪

121
〽
和
田
の
原
漕
ぎ4

行
く4

舟
もの

見
る
が
内
に
帆
影
か
く
れ
て
雪
には

ふ

り

き

ぬ

な
り
つ

　ゝ

○白

　
　
　
　
　

霰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
12
ウ
）

122　

山
風
に
霰
た
ば
し
る
此
の4

頃
は
鳥
の
鳴
く4

音
も
く
だ
け
の
み
し
て

123　

小
ざ
ゝ
原
山
風
な
ら
で
降
る4

音
の
身
に
し
む
も
の
は
霰
也
け
り

124　

梢
吹
く4

風
に
た
ぐ
ひ
て
池
の
面
の
月
影
く
だ
く
玉
霰
哉

　
　
　
　
　

初
雪

125　

朝
ぼ
ら
け
雲
の
上
な
る
大
神
の
嵐
の
末
に
初
雪
ぞ
ふ
る

126　

朝
風
に
峯
の
白
雲
か
つ
散
り4

て
初
雪
降
れ4

り
岡
の
松
原

　
　
　
　
　

時
雨

127　

我
が4

門
の
川
辺
の
柳
散
り4

は
て
ゝ
ひ
と
り
過
ぎ4

行
く4

夕
し
ぐ
れ
か
な　

○白

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
13
オ
）

　
　
　
　
　

海
辺
雪

128　

降
り4

わ
た
す
磯
べ
の
松
の
白
雪
に
浪
も
こ
ぼ
る
ゝ
心
地
こ
そ
す
れ

129　

浦
風
は
吹
け
ど
ふ
か
ね
ど
澄
み4

が
ま
の
煙
の
上
に
雪
は
降
り4

つ
ゝ

　
　
　
　
　

落
葉

130　

雨
雲
の
夕
日
にを

染
め4

し
色
消
え4

て
ひ
と
り
こ
ぼ
る
ゝ
薄
紅
葉
か
な　

○白

131　

人
し
ら
ぬ
遠
山
影
の
薄
月
夜
風
に
交
じ4

り
て
木
の
は
散
る4

ら
ん

132　

朝
と
で
に
山
の
下
道
行
く4

子
ら
が
か
ざ
す
袂
に
は
ゝ
そ
散
る4

な
り

133　

雪
さ
そ
ふ
外
山
の
峯
の
朝
風
に
紅
葉
の
み
ち
る
秋
篠
の
里

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
13
ウ
）

134　

た
つ
た
山
時
雨
に
染
め4

し
紅
葉
ゝ
も
散
り4

み
だ
れ
た
る
朝
ぼ
ら
け
哉

　
　
　
　
　

山
家
冬

135
〽
山
里
は
落
ち4

ば
の
音
も
小
夜
更
け4

て
月
よ
り
外
に
と
ふ
嵐
か
な

136　

木
の
葉
吹
く4

片
山
里
の
冬
の
夜
は
い
と
ゞ
淋
し
き
峯
の
松
風

137　

冬
は
な
ほ
淋
し
か
り
け
り
明
け4

暮
れ4

を
た
ゞ
松
風
に
と
わマ

マ

れ
の
み
し
て

　
　
　
　
　

山
家
落
葉

138　

吹
き4

越
ゆ4

る
風
を
時
じ
み
山
里
の
夢
の
枕
に
木
の
は
降
る4

也

139　

霜
深
き
み
山
が
く
れ
の
松
の
戸
の
落
ち4

ば
に
つ
れ
て
と
ふ
嵐
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
14
オ
）

　
　
　
　
　

竹
雪

140
〽
打吹

は

ら

ふ

ち4

な
び
く
風
の
姿
も
あ
ら
は
れ
て
雪
に
お
き
ふ
す
軒
の
村
竹　

○白

　
　
　
　
　

磯
千
鳥

141　

浪
さ
わ
ぐ
磯
わ
の
千
鳥
声
き
え
て
嵐
の
末
に
さ
ゆ
る
月
影

142　

吹
き4

か
へ
す
風
に
く
だ
く
る
荒
磯
の
ひ
ま
な
き
浪
に
千
鳥
啼
く4

也

143　

風
荒
き
磯
の
苫
家
の
夕
烟
り
み
だ
る
ゝ
か
た
に
千
鳥
鳴
く4

也

　
　
　
　
　

遠
山
雪

144　

け
さ
見
れ
ば
遠
山
か
づ
ら
花
な
ら
で
木
ゝ
の
姿
に
雪
降
り4

に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
14
ウ
）

145　

降
り4

つ
も
る
高
根
の
松雪

の
静
け
さ
に
麓
の
松
も
音
せ
ざ
り
け
り

146　

白
雲
も
立
ち4

は
な
れ
た
る
遠
方
の
高
根
の
雪
に
朝
日
さ
す
也

147　

遠雲
の
中
に

山
の
高
根
の
雪
や
深
か
ら
し
〔
軒
端
の
〕
松
のも

一
む
ら
風
絶
え4

に
け
り　

 

○白

　
　
　
　
　

雪
中
眺
望

148　

吹
き4

す
さ
ぶ
風
も
と
だ
え
て
あ
し
の
屋
に
入
り4

日
か
ゞ
よ
ふ
雪
の
上
か
な

　
　
　
　
　

埋
火

149　

い
つ
し
か
と
霜
に
成
り4

ぬ
る
埋
火
に
炭
さ
す
ほ
ど
は
し
ば
し
寒
け
し　

○白八
七
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翻
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150　

ひ
と
り
守
る4

閨
の
埋
火
小
夜
更
け4

て
置
く4

霜
白
く
な
り
に
け
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
15
オ
）

　
　
　
　
　

炭
竃

151
〽
○
降
る4

雪
に
松ね

ぐ
らや

埋ま

ど

ふ

も4

る
ゝ
炭
が
ま
の
煙
を
め
ぐ
る
夕
烏
哉　

○白

152　

時
雨
行
く4

峯
の
嵐
の
音
は
し
て
煙
に
く
る
ゝ
小
野
ゝ
炭
が
ま

153
〽
朝
日
影
曇
る
と
見
し
は
雪
な
ら
で
烟
立
つ4

也
峯
の
炭
が
ま

　
　
　
　
　

山
家
時
雨

154　

松
風
の
時
雨
に
さ
わ
ぐ
冬
の
夜
は
寝
覚
め4

の
み
し
て
明
け4

果
て4

に
け
り

　
　
　
　
　

雪
中
梅

155　

雪
の
戸
を
た
ゝ
く
嵐
に
か
を
る
也
ふ
る
き
垣
内
の
梅
の
初
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
15
ウ
）

　
　
　
　
　

山
路
雪

156　

雪
深
き
山
路
越
え4

行
く4

青
馬
の
い
な
ゝ
く
声
を
聞
く4

も
寒
け
し

　
　
　
　
　

鷹
狩

157　

△
雪
積
も4

る
松
の
木
の
間
に
見
え
に
け
り
今
朝
の
狩
場
の
鳥
の
姿
を

158　

村
時
雨
過
ぎ4

行
く4

野
辺
の
狩
衣
ぬ
れ
し
袂
に
夕
日
さ
す
な
り

159　

御
狩
に
と
降
る4

雪
し
の
ぐ
鷹
人
の
衣
手
寒
き
小
野
ゝ
夕
暮

　
　
　
　
　

山
雪

160
〽
△
帯
に
せ
る
細
谷
川
の
音流

れ

さ

へ

絶
え4

て
み
雪
降
る4つ

も
る也

吉
備
の
中
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
16
オ
）

　
　
　
　
　

夕
雪

161　

い
ざ
こ
ゝ
に
こ
ま
引
き4

留
め4

て
は
ら
は
ま
し
袖
に
つ
も
れ
る
夕
ぐ
れ
の
雪

162　

雪
積
も4

る
麓
の
庵
は
埋
も4

れ
て
高
根
の
松
に
夕
日
さ
す
也

　
　
　
　
　

月
前
霰

163　

月
に
ち
る
影
も
く
だ
け
て
石
川
の
早
瀬
に
ひ
ゞ
く
玉
あ
ら
れ
哉

　
　
　
　
　

閑
居
夢

164　

△
柴
の
戸
の
や
つ
れ
を
洩
る4

る
風
の
音
に
見
は
て
ぬ
夢
の
覚
め4

て
寒
け
し

　
　
　
　
　

馬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
16
ウ
）

165　

夕
日
さ
す
枯
れ4

野
ゝ
末
の
放
れ
駒
里
はマ

マ

床
し
き
声
の
聞
こ4

ゆ
る

166　

朝
げ4

た
く
里
の
杉
村
声
も
れ
て
い
な
ゝ
く
馬
や
い
づ
ち
行
く4

ら
ん

　
　
　
　
　

某
の
七
め
ぐ
り
の
忌
に

167　

天
津
空
む
か
し
の
月
の
俤
を
し
の
ぶ
心
も
霞
む
夜
半
哉

　
　
　
　
　

漁
村
烟

168　

夕
日
さ
す
磯
わ
の
嵐
吹
き4

た
え
て
苫
家
の
烟
空
に
立
つ4

見
ゆ

　
　
　
　
　

冬
述
懐

169　

△
位
山
ふ
も
と
に
生
ふ4

る
草
な
が
ら
か
し
ら
の
雪
は
猶
つ
も
る
也

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
17
オ
）

　
　
　
　
　

船
上
山

170　

月
影
は
や
ゝ
か
た
ぶ
き
て
船
上
の
山
風
寒
く
小
夜
更
け4

に
け
り

171　

○
春
さ
れ
ば
沖
津
白
浪
音
絶
え4

て
雲
ゐ
に
霞
む
船
上
の
山

　
　
　
　
　

連
夜
待
恋

172　

か
ぞ
ふ
れ
ば
つ
ら
き
夜
毎
を
待
ち4

侘
び4

て
月
に
も
か
こ
つ
さ
よ
の
手
枕

　
　
　
　
　

青

173　

△
小
山
田
の
早
苗
の
み
ど
り
風
過
ぎ4

て
雨
さ
へ
青
く
畦
め
ぐ
り
せ
ん

　
　
　
　
　

寄
月
恋

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
17
ウ
）

174　

三
日
月
の
ほ
の
か
に
影
を
見
て
し
よ
り
心
み
だ
れ
ぬ
夕
暮
ぞ
な
き

175　

お
も
ひ
侘
び4

ね
ら
れ
ぬ
夜
半
の
月
影
に
く
ま
な
き
物
は
涙
也
け
り

八
八
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翻
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寄
鏡
恋

176　

朝
な
〳
〵
向
か4

ふ
か
ゞ
み
に
恋
す
て
ふ
わ
が
お
も
や
せ
の
う
か
れ
け
る
哉

　
　
　
　
　

出
雲
の
国
造
殿
御
賀
に

177　

△
と
し
高
く
し
げ
れ
る
松
に
鶴
山
の
千
代
を
あ
ら
そ
ふ
色
は
見
え
け
り

　
　
　
　
　

人
の
四
十
の
賀
に

178　

う
つ
し
植
ゑ4

し
子
の
日
の
小
松
今
年
よ
り
君
と
千
年
の
蔭
き
そ
ふ
ら
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
18
オ
）

　
　
　
　
　

暮
林
帰
鳥

179　

△
大
空
に
声
を
残
し
て
む
ら
鳥
の
帰
る
林
は
暮
れ4

には

て

に

け

り

け
る
か
な　

○白

180　

△
と
ま
り
鵜
の
帰
る
林
は
暮
れ4

そ
め
て
山
ぎ
は
あ
か
き
雲
の
一
む
ら　

○白

　
　
　
　
　

秋
旅

181　

終
夜
露
も
み
だ
る
ゝ
袖
の
上
に
な
み
だ
を
そ
ゝ
ぐ
草
枕
哉

182　

嵐
ふ
く
外
山
の
音
を
枕
に
て
夢
も
み
ぢマ

マ

か
き
秋
篠
の
里

　
　
　
　
　

暮
山
眺
望

183　

△
夕
さ
れ
ば
嵐
も
絶
え4

て
遠
方
の
高
根
の
松
に
か
ゝ
る
し
ら
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
18
ウ
）

　
　
　
　
　

夏
旅

184　

古
里
に
通
ひ
も
あ
えマ

マ

ず
覚
め4

に
け
り
は
か
な
く
結
ぶ
夏
の
夜
の
夢

　
　
　
　
　

春
旅

185　

旅
衣
袂
も
お
も
る
春
雨
に
蕨
や
摘
ま4

む
山
の
下
道

　
　
　
　
　

冬
旅

186　

今
よ
り
は
旅
寝
の
夢
も
さ
え
ぬ
べ
く
落
ち4

ば
衣
を
た
ち
や
重
ね
ん

　
　
　
　
　

旅
泊
花

187　

△
仮
寝
せ
し
宿
の
桜
も
咲
き4

ぬ
ら
ん
枕
に
か
を
る
明
け4

ぼ
の
ゝ
空

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
19
オ
）

　
　
　
　
　

遠
村
鶴

188　

し
ら
み
行
く4

煙
の
末
の
松
蔭
に
も
る
ゝ
も
遠
き
鶴
が
声
哉

189
〽
山
か
げ
の
松
原
ご
し
に
〔
聞
こ4

ゆ
也
〕
里
見や

あ
る
ら
ん

え
て
鶴庭

鳥

の

声

が
音
遠
き
朝
ぼ
ら
け
哉

 

○白

　
　
　
　
　

人
の
名
残
に

190　

追（
お
ひ
て
）風

よ
く
君
が
舟
出
と
聞
く4

か
ら
は
ひ
く
に
引
か4

れ
ぬ
千
代
の
友
綱

　
　
　
　
　

祝

191　

若
松
の
二
葉
よ
千
世
に
さ
か
え
な
ん
鶴
の
毛
衣
た
ち
重
ね
な
ん

192　

末
遠
く
豊
か4

に
す
め
る
此
の4

宿
に
千
世
よ
ば
ふ
也
鶴
の
諸
声

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
19
ウ
）

　
　
　
　
　

人
の
六
十
賀
に
寄
稲
祝

193　

小
山
田
の
晩
稲
の
穂
波
千
代
か
け
て
よ
る
と
も
つ
き
ぬ
君
が
よ
は
ひ
か　

○白

　
　
　
　
　

鹿
島
重
意
居
士
七
め
ぐ
り
御
忌
日
に

194　

春
の
夜
の
月
は
昔
に
霞
め
ど
も
た
ゞ
め
の
前
の
俤
に
し
て

　
　
　
　
　

鶴

195　

あ
ま
が
け
る
田
豆
の
行
く4

えマ
マ

は
暮
れ4

は
て
ぬ
星
の
林
に
塒
し
ぬ
ら
ん

196　

も
え
出
で4

し
沢
辺
の
ま
こ
も
春
め
き
て
霞
を
た
ど
る
た
づ
の
声
哉

197　

 

八
千
代
経
て
し
み
さ
び
た
て
る
松
が
枝
や
子
を
お
も
ふ
鶴
の
か
ざ
し
な
る
ら

ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
20
オ
）

　
　
　
　
　

寄
雪
祝

198　

と
し
深
き
野
べ
の
松
原
千
世
こ
め
て
な
が
め
つ
き
せ
ぬ
雪
の
色
哉

　
　
　
　
　

赤

199　

處
女
ら
が
末
つ
む
花
の
片
色
に
紅
に
ほ
ふ
ゆ
ふ
ひ
か
げ
か
な

八
九
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白

200　

ふ
り
積
も4

る
雪
の
山
田
の
明
け4

ぼ
の
に
さ
か
羽
み
だ
れ
て
鷺
の
と
ぶ
見
ゆ　

 

○白

　
　
　
　
　

西
行
上
人
六
百
五
十
回
忌
寄
花
懐
旧
と
い
ふ
こ
と
を

201　

み
よ
し
の
ゝ
花
の
姿
も
散
り4

は
て
ゝ
俤
ば
か
り
匂
ひ
ぬ
る
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
20
ウ
）

　
　
　
　
　

重
好
の
母
の
身
ま
か
り
給け

るふ
時

202　

風
さ
そ
ふ
み
草
の
露
と
消
え4

に
け
り
君
が
か
た
み
は
言
葉
の
み
し
て

　
　
　
　
　

重
好
ぬ
し
出
雲
の
玉
造
に
旅
宿
り
け
る
折

203　

草
枕
露
の
袂
も
い
つ
し
か
に
都
と
な
る
ゝ
秋
も
有
り4

な
ん

　
　
　
　
　

人
の
六
十
の
賀
に
春
祝

204　

此
の4

春
の
千
と
せ
を
つ
ぐ
る
鴬
の
初
音
も
長
き
君
が
御
代
哉

　
　
　
　
　

萩
園
翁
霊
遠
き
に
夏
懐
旧
と
い
ふ
事
を

205　

夕
や
み
の
頃
な
つ
か
し
く
お
も
ひ
出
で4

て
な
が
む
る
空
に
飛
ぶ4

ほ
た
る
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
21
オ
）

　
　
　
　
　

海

206　

わ
た
つ
海
は
か
ぎ
り
も
な
げ
に
見
ゆ
る
哉
五
百
重
の
浪
の
よ
せ
帰
り
つ

　ゝ
 

○白

　
　
　
　
　

黒

207　

雨
に
つ
れ
て
さ
わ
ぐ
羽
音
の
山
烏
何
の
さ
が
に
や
闇
に
啼
く4

ら
ん　

○白

　
　
　
　
　

百
舌
鳥

208　

明
け4

ぬ
る
か
薄
霧
が
く
れ
鵙
鳴
き4

て
岡
辺
の
く
ぬ
木
朝
日
さ
す
也

209　

お
し
ね
ほ
す
田
中
の
杜
に
鵙
な
き
て
木
末
の
紅
葉
か
つ
こ
ぼ
れ
つ

　ゝ

○白

210　

一
む
ら
は
ま
だ
夜
ご
も
り
に
朝
け
た
く
煙
い
ぶ
せ
き
鵙
の
声
哉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
21
ウ
）

　
　
　
　
　

橋

211　

雨
は
る
ゝ
雲
の
絶
え4

間
に
か
つ
見
え
て
夕
日
ぞ
渡
る
峯
の
桟　

○白

212　

落
ち4

滝
つ
谷
の
桟
雲
立
ち4

て
音
こ
そ
ひ
ゞ
け
山
も
と
ゞ
ろ
に

　
　
　
　
　

鐘

213　

雨
そ
ゝ
ぐ
軒
の
村
竹
風
過
ぎ4

て
枕
に
残
る
か
ね
の
音
哉　

○白

　
　
　
　
　

古
蔭
ぬ
し
五
月
ば
か
り
帰
国
■せ

■ら

れ
け
る
別
れ
に

214　

い
ま
は
と
て
君
い
そ
ぐ
と
も
立
花
の
香
を
り
と
ゞ
め
よ
軒
の
朝
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
22
オ
）

　
　
　
　
　

山
家

215　

朝
夕
に
折
た
く
柴
の
薄
烟
こ
ゝ
ろ
細
く
も
す
め
る
庵
哉　

○白

216　

朝
夕
に
雲
の
み
か
ゝ
る
み
山
べ
の
夢
や
嵐
に
ま
か
せ
立は

つ
ら
ん

　
　
　
　
　

寄
山
恋

217　

夕
暮
の
霞
の
中
に
埋
も
れ
て
思
ひ
重
な
る
遠
方
の
山

　
　
　
　
　

右
弐
百
二
十
首

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
22
ウ
）

（
裏
表
紙
見
返
し
）
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篇
料　

詠
草　

翻
刻
〕

甲
寅
夏

〈
採
風
集
二
篇
料
〉（
朱
）

　

詠
草

　
　
　
　
〈
国
所
〉（
朱
）

九
〇

【
翻
刻
・
解
題
】　

山
陰
歴
史
館
蔵
『
採
風
集
二
編
料
』（
渡
邊　

健
）

－ 139 －



　
　
　
　
〈
鹿
嶋
〉（
朱
） 

長
行
〈
上
〉（
朱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〈
御
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

可
下
候
〉（
朱
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
表
紙
）

（
家
の
間
取
り
図　

省
略
）　　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
表
紙
見
返
し
）

　
　
　
　
　

閑
居
夢

1　

●
柴
の
戸
の
や
つ
れ
を
洩
る4

る
風
の
音
に
見
は
て
ぬ
夢
の
覚
め4

て
寒
け
し
○

　
　
　
　
　

馬

2　

●
夕
日
さ
す
枯
れ4

野
ゝ
末
の
放
れ
駒
里
はわ

床
し
き
声
の
聞
こ4

ゆ
る
○

　
　
　
　
　

同

3
〽　

朝
な
〳
〵
は
た
こ
の
馬
を
引
き4

出
で4

て
世
を
渡
る
こ
そ
安
け
か
り
け
りれ

○

　
　
　
　
　
〔
山
家
〕
砧

4
〽
●
山常

磐

木

の

深
き
梢
〔
梢
〕
の
月
の
小か

げ夜
ふ
け
て
志山

窓

く

ら

く

賀
の
浦
家
に
衣
う
つ
也
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
1
オ
）

　
　
　
　
　

立
春

5
〽
●
吹
き4

な
び
く
雲
の
梢袖

よ
りは

明
け4

そ
め
て
四
方
の
山
かな

みげ
春
や
立
つ4

ら
む
○
×

　
　
　
　
　

橋
上
霜

6　

●
霜
結
ぶ
丸
木
の
橋
の
哀
れ4

さ
を
渡
り
し
人
の
跡
に
見
る
か
な
○

　
　
　
　
　

七
め
ぐ
り
の
忌
に

7　

●
天
津
空
む
か
し
の
月
の
俤
を
し
の
ぶ
こ
ゝ
ろ
も
霞
む
夜
半
哉
○

　
　
　
　
　

惜
春

8　

●
立
ち4

ぶ
杉
の
み
山
の
夕
日
か
げ
たき

え

ゆ
な
び
く
春
の
暮
れ4

おを

し
む
也
○
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
1
ウ
）

　
　
　
　
　

船
上
山

9　

●
月
か
げ
は
や
ゝ
か
た
ぶ
き
ぬて

船
上
の
山
風
寒
く
小
夜
更
け4

に
け
り
○

　
　
　
　
　

山
家
鴬

10　

●
い
つ
し
か
と
我
が4

住
む4

山
も
春
め
き
て
長
閑
に
も
な
く
鴬
の
こ
ゑ
○
／

　
　
　
　
　

海
上
霞

11
〽
● 

舟海
人
舟人

の
行
く4

ゑへ

を
し
た
ふ
山
風
に
〔
見
え
て
〕
沖
の
霞
も
〔
打
ち4

〕
な
び

き
つ
る
か
な
〔
ゝ
〕
○
×

　
　
　
　
　

連
夜
待
恋

12　

●
か
ぞ
おふ

れ
ば
つ
ら
き
夜
毎
を
待
ち4

侘
び4

て
月
に
も
しか

こ

つ
の
ぶ
さ
よ
の
手
枕
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
2
オ
）

　
　
　
　
　

閑
庭
菫

13　

●
世
に
住
み4

し
春
の
ゆ
か
り
に
我
が4

庭
の
垣
根
の
す
み
れ
花
咲
き4

に
け
り

 

○
×

　
　
　
　
　

春
曙

14　

●
赤
星
の
霞
め
る
見
れ
ば
山
眉
の
花
か
あ
ら
ぬ
か
春
の
明
け4

ぼ
の
○
×

　
　
　
　
　

五
月
雨

15　

●
雲
か
ゝ
る
岡
の
松
原
風
絶
え4

て
日
影
も
ゆく

ら
ぐ
五
月
雨
ぞ
降
る4

○
／

　
　
　
　
　

水
鶏

16
〽　

草
の
戸
を
も
る
月
影
も
い時

の

ま

に

つ
し
か
と
更
け4

行
く4

か
た
に
水
鶏
な
く
也
○
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
2
ウ
）

　
　
　
　
　

五
月
雨
晴

17
〽
●
う
き
雲
は
や
ゝ
散う

す

ら

ぎ

て

り4

に
け
り
山
の
は
の
嵐
もに

は
る
ゝ
五
月
雨
の
空
○
／

　
　
　
　
　

雪

18　

●
か
の
岡
の
暮
れ4

行
く4

雲
の
末
晴
れ4

て
雪
に
染
め4

た
る
木
ゝ
の
色
か
な
○九

一
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翻
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夏
月

19　

●
薄
衣
涼
し
き
月
の
影
さ
し
て
し
ば
し
戸
ざ
ゝ
ぬ
夏
の
夜
は
か
な
○
×

　
　
　
　
　

月

20　

●
秋
の
夜
の
入
江
に
更
け4

て
哀
れ4

也
月
の
水
草
も
な
び
き
の
み
し
て
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
3
オ
）

　
　
　
　
　

水
仙
花

21
〽
●
此
の4

ご
ろ
の
垣
根
は
雪
に
埋
も
れ
て
たひ

と

り

や

つ

れ

ぬ

ゞ
め
づ
ら
し
き
花
をの

色

か

な

見
る
哉
○

　
　
　
　
　

青

22
〽
●
小
山
田
の
早
苗
の
み
ど
り
風
過
ぎ4

て
夕
雨
〔
さ
へ
〕
青
く
畦
め
ぐ
り
せ
む

 

○

　
　
　
　
　

水
鶏

23　

●
窓
近
く
水
鶏
鳴
く4

夜
の
月
影
に
わ
が
隠
れ
家
も
戸
ざ
し
か
ね
つ
ゝ
○
×

　
　
　
　
　

開
夏

24　

●
ぬ
ぎ
か
へ
る
花
の
衣
の
名
残
ま
で
の
こ
る
ば
か
り
に
夏
は
来
に
け
り
○
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
3
ウ
）

　
　
　
　
　

同

25
〽
●
明
け4

渡
す
磯
山
松
に
散
る4

波
の
薄
雲
か
ゝ
る
夏
は
き
に
け
り
○
／

　
　
　
　
　

卯
花

26　

●
朝
ぼ
ら
け
一
む
ら
白
き
道
と
へ
ば
賤
が
垣
根
の
う
つ
ぎ
な
り
け
り
○
／

　
　
　
　
　

同

27
〽
●
夕
ま
ぐ
れ
若
葉
の
奥
に
一
む
ら
の
雪
か
と
見
え
て
う
つ
ぎ
咲
き4

け
り
○
／

　
　
　
　
　

初
秋
月

28　

●
西
空
に
ほ
の
め
き
渡
る
三
日
月
の
あ
ら
わマ

マ

れ
そ
め
て
秋
や
立
つ4

ら
ん
○
／

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
4
オ
）

　
　
　
　
　

富
士

29　

●
夕
風
に
雲
も
と
絶
え4

て
立
ち4

の
ぼ
る
け
ぶ
り
は
布
士
の
麓
也
け
り
○

　
　
　
　
　

残
暑

30
〽
●
夕
川
の
早
瀬
にも

夏
は
よ
ど
む
ら
し
ま
だ
あ
つ
き
日
の
影
は
見
へマ

マ

け
り
○
×

　
　
　
　
　

同

31　

●
桐
の
葉
は
お
の
れ
と
ぢ
れ
ど
夕
日
影
さ
す
が
に
あ
つ
き
庭
の
真
砂
地
○
×

　
　
　
　
　

稲
妻

32　

●
稲
妻
の
あ
た
り
や
い
づ
こ
む
ぐ
ら
ふ
の
葉
末
の
露
の
光
を
ぞ
み
る
○
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
4
ウ
）

　
　
　
　
　

同

33　

●
か
の
見
ゆ
る
は
山
が
末
は
暮
れ4

初
め4

て
こ
ゝ
ろ
ゆ
か
し
き
稲
妻
の
か
げ

 

○
／

　
　
　
　
　

野
秋
風

34　

●
朝
ぼ
ら
け
遠
の
は
り
原
露
落
ち4

て
野
づ
ら
に
し
る
き
秋
風
ぞ
ふ
く
○

　
　
　
　
　

同

35　

●
見
わ
た
せ
ば
ち
草
小
薄
露
ち
り
て
鴫
な
く
野
づ
ら
秋
風
ぞ
ふ
く
○

　
　
　
　
　

川
上
霧

36　

●
吉
野
川
流
る
ゝ
水
の
音
す
也
ふ
ち
せ
も
わ
か
ぬ
瀬
ゝ
の
う
き
霧
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
5
オ
）

　
　
　
　
　

寄
月
恋

37　

●
三
日
月
の
ほ
の
か
に
影
を
み
て
し
よ
り
心
み
だ
れ
ぬ
夕
暮
ぞ
な
き
○

　
　
　
　
　

虫

38
〽
●
霧
深
き
を
か
ご
へマ

マ

道
の
浅
ぢ
原
袖
に
こ
ぼ
る
ゝ
松
む
し
の
声
○

　
　
　
　
　

待
月

39
〽
●
鳴
つマ

マ
る
ゝ
雲
ゐ
の
雁
の
声
に
の
み
高
根
の
月
の
ま
た
れ
ぬ
る
哉
○

九
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寄
鏡
恋

40　

●
朝
な
〳
〵
向
か4

ふ
か
ゞ
み
に
恋
す
て
ふ
わ
が
お
も
や
せ
の
う
か
れ
け
る
哉

 

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
5
ウ
）

　
　
　
　
　

虫

41　

●
月
く
ら
き
片
山
里
の
雨
雲
に
ふ
り
出
で4

て
な
く
鈴
む
し
の
こ
ゑ
○

　
　
　
　
　

同

42　

●
夕
さ
れ
ば
小
笹
が
上
を
吹
く4

風
の
絶
え4

ま
も
と
む
る
松
虫
の
声
○

　
　
　
　
　

待
月

43　

●
月
を
待
つ4

峯
の
松
原
霧
こ
め
て
空
だ
の
め
な
る（

そ
ら
）

霄
に
も
有
る4

哉
○

　
　
　
　
　

燕
子
花

44
〽
●
か
き
つ
ば
た
木
隠
れ
茂
き
一
本
に
ゆ
か
り
の
色
の
花
は
咲
き4

け
り
○
×

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
6
オ
）

　
　
　
　
　

月
前
時
鳥

45　

●
月
い
づ
る
山
松
影
は
雲
も
な
しく

し
の
び
音
高
き
ほ
と
ゝ
ぎ
す
哉
○
／

　
　
　
　
　

関
路
月

46　

●
雲
は
ら
ふ
嵐
も
絶
え4

て
見
る
が
内
に
不
破
の
関
路
は
月
更ぞ

越

行

け4

に
け
り

　
　
　
　
　

月
前
管
絃

47
〽
●
さ
や
か
な
る
笛
の
し
ら
べ
に
中
空
の
月
も
声
あ
る
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
6
ウ
）

　
　
　
　
　

同

48　

●
す
な
ほ
な
る
神
世
の
事
も
笛
竹
の
音
に
あ
ら
は
れ
て
月
も
澄
み4

け
り
○

　
　
　
　
　

鹿
声
何
方

49　

●
有
明
の
つ
れ
な
き
影
に
い
づ
こ
よ
り
あ
ら
し
の
お
く
る
小
男
鹿
の
声
○

　
　
　
　
　

暮
林
帰
鳥

50　

●
大
空
に
声
を
残
し
て
む
ら
鳥
の
帰
る
林
は
暮
れ4

に
け
る
か
な
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
7
オ
）

　
　
　
　
　

庭
菊

51　

●
朝
夕
に
露
の
数
さ
へ
千
代
か
け
て
た
え
ず
も
か
を
る
庭
の
白
菊
○

　
　
　
　
　

同

52　

● 

咲
き4

そつ

ゞ

く
ふ
る
ま
せ
の
籬
の
〔
菊
の
〕
ひ
と
色
をは

夕
日
の
そ
む
る
〔
に
ほ
ひ

也
け
り
〕
庭
の
白
ぎ
く
○

　
　
　
　
　

秋
旅

53　

●
終
夜
露
も
み
だ
る
ゝ
袖
の
上
に
な
み
だ
を
そ
ゝ
ぐ
草
枕
哉
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
7
ウ
）

　
　
　
　
　

同

54　

●
嵐
ふ
く
外
山
の
音
を
枕
に
て
夢
も
み
ぢマ

マ

か
き
秋
篠
の
里
○

　
　
　
　
　

月
前
擣
衣

55　

●
山
の
は
に
ほ
の
め
く
月
の
影
め
で
ゝ
夜
ご
ろ
打
ち4

そ
ふ
賤
が
さ
衣
○

　
　
　
　
　

同

56　

●
か
の
見
ゆ
る
磯
山
嵐
音
更
け4

て
か
た
ぶ
く
月
に
衣
う
つ
な
り
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
8
オ
）

　
　
　
　
　

同

57　

●
さ
へえ

渡
る
月
に
打
ち4

そ
ふ
さ
衣
の
音
も
ゆ
か
し
き
山
の
下
庵
○

　
　
　
　
　

山
家
紅
葉

58　

●
山
姫
の
織
る4

か
山
路
の
紅
葉
ゝ
は
露
を
そ
め
木
の
錦
也
け
り
○

　
　
　
　
　

同

59　

●
朝
霧
の
八
重
立
つ4

山
の
紅
葉
ゝ
は
人
し
ら
ぬ
ま
に
ち
り
や
は
て
な
ん
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
8
ウ
）九
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同

60
〽
●
村
時
雨
晴
れ4

行
く4

見
れ
ば
山
の
は
も
軒
ば
も
お
な
じ
紅
葉
也
け
り
○

　
　
　
　
　

暮
秋

61
〽
●
き
の
ふ
け
ふ
霜
こ
そ
か
ゝ
れ
刈
り4

残
す
稲
葉
く
た
れ
て
秋
ぞや

き

え
ふ
け
行
く4

○

　
　
　
　
　

同

62　

●
刈
り4

残
す
小
田
の
お
く
て
に
そ
よ
ぎ
つ
る
風
さ
へ
さ
へえ

て
秋
ぞ
く
れ
ぬ
る

 

○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
9
オ
）

　
　
　
　
　

松
上
霜

63　

●
夜
た
ゞ
吹
く4

嵐
は
絶
え4

て
磯
山
の
松
の
葉
白
く
霜
さ
や
ぐ
也
○

　
　
　
　
　

河
氷

64　

●
杣
川
や
氷
の
く
さ
び
う
つ
な
へ
に
瀬
ゝ
こ
す
浪
も
音
よ
は
り
つ
ゝ
○

　
　
　
　
　

同

65　

●
冬
さ
れ
ば
水
さ
へ
か
れ
て
谷
川
の
さ
ゞ
れ
の
ひ
ま
も
う
す
氷
せ
り
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
9
ウ
）

　
　
　
　
　

暁
千
鳥

66　

●
難
波
が
た
磯
の
芦
原
月
消
え4

て
あ
か
つ
き
や
み
に
千
鳥
鳴
く4

也
○

　
　
　
　
　

同

67　

●
明
石
が
た
暁
く
ら
き
汐
風
に
一
む
ら
か
よ
ふ
磯
ち
ど
り
哉
○

　
　
　
　
　

同

68　

●
磯
山
は
松
か
げ
寒
き
明
け4

が
た
の
嵐
の
す
ゑ
に
ち
ど
り
啼
く4

也
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
10
オ
）

　
　
　
　
　

同

69　

●
舟
は
つ
る
か
こ
の
湊
の
暁
に
う
ら
さ
び
し
く
も
鳴
く4

千
鳥
哉
○

　
　
　
　
　

暁
郭
公

70　

●
ほ
と
ゝ
ぎ
す
今
一
声
は
い
づ
か
た
の
月
に
の
こ
せ
し
有
明
の
空
○
×

　
　
　
　
　

萩

71　

●
月
更
く4

る
片
山
影
は
露
ち
り
て
き
し
の
萩
原
風
そ
よ
ぐ
也
○

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

」（
10
ウ
）

　
　
　
　
　

鴬

72　

●
長
閑
に
も
垣
根
の
梅
の
か
ほマ

マ

り
来
て
風
の
行
く4

へ
に
鴬
の
な
く
○
／

　
　
　
　
　

若
水

73　

●
汲
み4

な
れ
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Reprinting and bibliography “Saifu-syu 2 henryou” 
possession of Municipal Yonago Historical-Museum

WATANABE Ken
（National Institute of Technology, Yonago College）

〔 A b s t r a c t 〕

　This paper will off er the reprinting and bibliography of two kinds of “Saifu-syu 2 henryou” 
owned by Municipal Yonago Historical-Museum. They are the draft of waka poems 
which Kashima Nagayuki had made when he contributed waka poems to “Ruidai Saifu-
syu 2” published in 1957. Nagayuki was the ninth of the Kahima family that was a wealthy 
merchant in Yonago in the late Edo period. These two kinds of “Saifu-syu 2 henryou” are 
extremely valuable materials because we are able to assume the relationship between Ruidai 
Wakasyu（collections of waka poems which were commercially published one after another 
throughout the country at that time）and local poetry circles. 

Keywords: The Kashima family, Kashima Nagayuki, Yonago poetry circle, Ruidai Waka-syu
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